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     新緑の美しい季節になりました。ゴールデンウイークは楽しい計画がありますか？

     新生活が始まって、疲れが出やすい季節でもあります。無理をしないでしっかり休養をとってくださいね。

     依然としてマイコプラズマやヒトメタニューモウイルスなどによる咳が長く続く感染症が流行しています。

薬を飲んでいても（飲み終わっても）、咳がひどくなったり、続いたりする時は、追加の薬が必要な場合が

ありますので再度受診してください。       

   

                                                                                         

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

   

  

 

  

  

  

  

   

  

  

 

　

  

 

  

  

 

  

　

   

 

　

　   当院では、複数の待合室や診察室など各部屋1台以上、院内に20台性能の異なる空気清浄機を

   組み合わせて設置し、職員は全員マスク着用を義務付け、プレイコーナーのおもちゃや絵本は 消毒

   できるものに限定し、院内の消毒や換気を通常よりも頻回に行うなど、感染予防対策を実施しています。

   ☆感染予防のため、しばらく午後3時30分～4時の一般診療の時間を感染症症状のない方の

   受診時間とさせていただきます。この時間帯の受診ご希望の方は、自動受付システムではなく、

   受付窓口へお電話でお申し込みください。

　☆ご来院の際は、受付前に中性次亜塩素酸水やアルコールでの手指消毒をお願いします。

　また、なるべくマスク着用でのご来院をお願いします。

　(特に発熱や呼吸器症状で受診を希望される方は着用をお願いします。難しい場合は受付にて

   ご相談ください。)

   ☆ご来院時の検温にご協力をお願いします。

   感染予防のため、お車での待機をお願いする場合もございます。ご協力よろしくお願いいたします。

   ☆再診の方を対象に、電話・テレビ電話診療を行っております。ご希望の方は、受付窓口へ

   ご予約お申込みください。(詳しくは当院HP、院内のご案内をご覧ください)

    くす先生のメッセージ

 

                                                                                           
　　　　　　　 　　　　　　　　   

 

    

 

 

    

 

 

   
 

    

    

 

 

    

 

 

   

 

 

 

 

 

 

                                     
　 　　　　　　   

 　
　
　
　
   

    

 

 

 

    

 

 

   
 

                                                                                           
　　　　　　　 　　　　　　　　   

    

    

 

 

 
                                                                                           
　　　　　　　 　　　　　　　　   

    

 

 

   

                                     
　 　　　　　　   

                                                                                           
　　　　　　　 　　　　　　　　   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症は令和5年5月8日より

感染症分類が5類に変更されましたが、

発熱患者様は、院内に入らず、駐車場で

待機の上、玄関のスタッフにお声かけいただくか、

受付へお電話をお願いします。

新型コロナウイルス感染症の患者様で

発熱しない方が増えています。身近に陽性者が

いる方、集団生活で流行がみられる方、咳が

ひどく咽頭痛倦怠感の強い方は、発熱の場合と

同じように、駐車場から受付へ

ご連絡をお願いします。

当院では、院内感染防止のため、お電話で問診を

伺った上で抗原検査を受けていただき

新型コロナ陽性の方には、駐車場での診察を

行います。

ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

 ●発熱・感染症で受診のみなさまへ 

                                                                                           
　　　　　　　 　　　　　　　　   

マイコプラズマとは 

マイコプラズマは細菌の一種で、正式名称は 

「マイコプラズマ ニューモニエ」といいます。 

呼吸に関係する気管支に感染し、風邪、肺炎、 

気管支炎などを引き起こします。新型コロナ 

ウイルス感染症やインフルエンザなどを引き 

起こす「ウイルス」とは異なり、マイコプラ 

ズマは「細菌」です。 

そのため、マイコプラズマの治療には抗菌 

薬を使用します。しかし、マイコプラズマには 

一般的な細菌が持つ「細胞壁」という細胞の形 

を作る壁が無く、細胞壁に作用する抗菌薬は 

効果がありません。そのため、マイコプラズマ 

に効果のある抗菌薬（マクロライド系・ニュー 

キノロン系）を選んで処方し、治療を行います。 

マイコプラズマ肺炎と風邪の初期症状はよく 

似ており、どちらも発熱やだるさ、のどの痛み 

などです。しかし、普通の風邪は 3 日ほどで 

徐々に回復に向かいますが、マイコプラズマ 

肺炎は回復どころかどんどん咳がひどくなり 

ます。日にちが経つにつれて咳が悪化する場 

合は受診してください。診察の上検査を行い 

診断します。抗菌薬を処方された場合は 

しっかり飲み切ってください。 

咳が長引いたり気管支炎・肺炎を引き起こすかぜ＝
マイコプラズマ感染症や特にRSウイルス感染症が流行し
ています。ＲＳウイルス感染症は、毎年必ず流行しますが、
乳児では重症化する場合があるので、注意が必要です。

ウイルス性胃腸炎が流行し始めました。


